
経営財務
コース 2022
Corporate Finance

経理・財務・IRを横断できる
コーポレートリーダーの
養成

https://www.k-academy.jp/

期 間 6月～12月

日 程 月3～4回 木曜日　18：2０～2０：5０（他 国内合宿３回）

対 象 経理や財務、経営管理等の業務経験が5年以上の方(定員15名)

会 場 経営アカデミー  東京都千代田区丸の内1－6－2 新丸の内センタービル6階
(東京駅丸の内北口より徒歩3分/地下鉄 大手町駅B2b出口よりすぐ)



経営アカデミーとは
時代の変化を捉え、意識を変え、
行動を変える学びの場
経営アカデミーは、1965年創設以来、絶えずテーマ、カリキュラム等を進化させながら
長く支持されるビジネススクールとして、これまで15,000名を超える方々に
受講いただきました。修了者には経営アカデミー・マスターの称号が与えられ、
産業界のリーダーとして多方面で活躍されています。
※「経営アカデミー・マスター」称号（全日本能率連盟登録資格称号第14号）

「多視点で構想する力」「価値を実現する力」「主体的に革新する力」
この3つの力を兼ね備え、次代の経営を創っていくことのできるリーダー

価値を
実現する力
組織内外に共感を

創り出し価値創造を
実践していく力

主体的に
革新する力
絶えずよりよい未来を
めざして自ら挑戦
していく力

多視点で
構想する力

多角的な視点から本質をとらえ
未来を構想する力

経営アカデミー・マスター
次代の経営を創るリーダー

経営アカデミーが目指す経営人材とは

現在は経営を取り巻く環境の複雑性が増し、想定外の出来事が次々起こり、将来予測が困難な環境にあります。急速な技術革新
は、産業構造変化を加速させて脅威となるとともに、組織の生産性を高める機会ともみなされています。経営アカデミーは、この
ような大きな時代の変化の中で、自ら課題を設定し、仮説を立て、多様なステークホルダーを巻き込みながら、主体的に価値を
創造していく行動力あるビジネスリーダーの養成を目指します。



本コースで高める3つの能力

Program goal経営財務コースが目指すもの

今、経理・財務人材が、知識の幅を
広げ、社外ネットワークを構築する意味

テレワークの普及やジョブ型人事制度の導入によ
り、業務分担が明確化し、専門性が高まる一方で、
従来よりも視野が狭くなる傾向があります。
また、変化の速度が増し、利害関係がより一層複雑
化した経営環境においては、少数精鋭での柔軟な
対応や管理業務全般の効率化が強く求められます。

このような状況において、経理・財務人材に求めら
れる役割は、ルールを理解し、定められた手続きを
正確に遂行することに加えて、幅広い知識と経営視
点を持ち、利害関係者への説明責任を果たしつつ、
専門家との連携など社内外ネットワークを駆使しな
がら事業展開や投資案件を主に数字面からサポー
トしていくことです。

この役割を果たすためには、ジョブローテーション
や部署異動によって、担当や立場を変化させていく
ことが有効ですが、時間がかかる上、人事上の制約
もあり、計画的な実行は困難です。
経営財務コースでは、このような問題意識から、幅
広い知識の習得や視野の拡大、優良な社外ネット
ワークの構築を半年間で実現できるプログラムをご
用意しました。

本コースでは、企業価値向上や事業展開を数字面から支援するために、以下３つの能力を高めます。

▪財務三表の総合的理解

▪確率・統計の基礎知識

▪表計算ソフトや統計解析言語
の基本ワーク

▪企業価値や投資プロジェクト
の評価・分析

▪ファンダメンタル分析の実践　
演習

▪資本市場の理解

▪最適資本構成の検討、プラン
ニング

▪オプション理論やポートフォリ
オ理論の基礎知識

▪M&Aのケーススタディ

▪中期経営計画や財務モデリン
グの実践演習

▪重要キーワードの理解（ESGや
SDGs、社外取締役や減損損失
など）

▪グローバル視点の習得（国際
税務やIFRSの最新情報、海外
子会社管理など）

▪他流試合による視野拡大（メ
ンバーとの徹底議論、ネット
ワーキング）

投資判断・計画策定能力 ステークホルダーとの
対話・説明能力評価・分析能力

投資家

国・自治体

取引先

従業員

金融機関

株主
SDGs　ESG投資
IFRS 　M&ADX…



コース委員長

柳 良平 博士（経済学）　
エーザイ株式会社
専務執行役ＣＦＯ（最高財務責任者）
早稲田大学大学院
会計研究科　客員教授

京都大学博士（経済学）。米国公認管理会計士、米国公認財務管理士。公職として
東証上場制度整備懇談会委員、米国公認管理会計士協会(IMA)常任理事、日本
生産本部「経営アカデミー」経営財務コース委員長等を務める。職歴としては、銀行
支店長、メーカーIR・財務部長、UBS証券エグゼクティブディレクター等を経て現職
CFO。早稲田大学会計研究科客員教授として１０年以上大学院で教鞭を執る。
主著に、“Corporate Governance and Value Creation in Japan”（英文単著：Springer）、「ＲＯＥ経営と
見えない価値」（編著：中央経済社）、「CFOポリシー 財務・非財務戦略による価値創造」「ＲＯＥ革命の財
務戦略」、「企業価値を高める管理会計の改善マニュアル」（単著：中央経済社）、「企業価値最大化の財務戦
略」「日本型脱予算経営」（単著：同友館）、「ＲＯＥを超える企業価値創造」（共著：日本経済新聞出版社）。

コーディネーター グループ指導講師

薄井 彰
早稲田大学大学院

経営管理研究科　教授

森田 洋
横浜国立大学大学院

国際社会科学研究院　教授

萩原 統宏
明治大学

商学部　教授

伊藤 有希
横浜国立大学大学院

国際社会科学研究院　教授

大野 弘明
明治学院大学

経済学部　教授

月 講義・テーマ グループ研究 自己課題

6月

⃝ファイナンスの基本概念　　⃝確率・統計の基礎知識　　 
⃝資本市場の理解
　ポートフォリオ理論の学習 / 投資運用シミュレーション・ゲーム

現状分析
課題整理
研修目標設定

春・合宿（1泊2日）

7月
⃝分析ソフト・解析言語のワーク 
⃝投資プロジェクトの意思決定 
⃝企業価値評価

グループ編成
経験の交流
問題意識の共有

各講義の気づきと学びを明文化

8月 ⃝ESG投資と高付加価値経営
⃝最適資本構成の考え方

情報収集
研究テーマの検討 各講義の気づきと学びを明文化

9月
⃝ファンダメンタル分析の演習
⃝中期経営計画と財務モデリングの演習

研究テーマの決定
仮説の構築

各講義の気づきと学びを明文化
中間時点での振り返り

夏・合宿（1泊2日）

10月 ⃝M&A（理論学習とケーススタディ）　⃝オプション理論 仮説の検証（方法の選定と実行） 各講義の気づきと学びを明文化

11月
⃝コーポレートガバナンス　⃝国際税務の要点 検証結果の分析 / 考察・課題の導出 各講義の気づきと学びを明文化

秋・合宿（1泊2日）

12月 ⃝IFRSの現状と動向　⃝AIとファイナンス 説明資料の作成・提出（発表資料、報告書） 現状分析（変化認識） / 研修目標の振り返り
今後の課題とアクションプランの策定

次年度 ⃝フォローアップ（研修後の取り組みに関する情報交換） アクションプランの実行

Schedule Summary日程概要

Instructors本コース講師陣

石野 雄一 オントラック 代表取締役社長 谷川 寧彦 早稲田大学 教授 矢野 貴詳 PwCあらた有限責任監査法人パートナー
公認会計士

岩品 信明 ＴＭＩ総合法律事務所 パートナー
弁護士・税理士 仁科 一彦 大阪大学 名誉教授 吉岡 　亨 PwCあらた有限責任監査法人パートナー

公認会計士

川端 　稔 PwCあらた有限責任監査法人パートナー
公認会計士 村瀬 孝子 鳥飼総合法律事務所パートナー

弁護士 米澤 康博 早稲田大学大学院 教授

齋藤 卓爾 慶應義塾大学大学院 准教授 村田 守弘 公認会計士・税理士 （過去5年実績）

新貝 康司 元 日本たばこ産業 代表取締役 副社長 毛利 正人 東洋大学 教授

※日程や講義・テーマは変更になる場合があります。



研究テーマは“自社に持ち帰れる内容”を意識し、メンバーの今の興味・関心をもと
に決定しているため時流を捉えた有意義なものが選ばれています。

最近の研究テーマ（抜粋）Chec
k!

Program outlineプログラム概要

経理や財務、IRに関する広範なテー
マについて、各分野で社会人指導の
経験豊富な第一人者から普遍的な理
論と実践的な事例を学びます。

講義ごとに学んだこと、自社の経営
や業務にどう具体的に活用するかレ
ポートを作成。研修前、中間・終了時
点で自己の振り返りを行い、研修効
果を確実にいたします。

講
義
と
グ
ル
ー
プ
研
究
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
で
、体
系
的
な
学
習
と
実
務
の
往
復
を

促
し
、自
己
課
題
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
実
践
へ
と
橋
渡
し
し
て
い
き
ま
す
。

講義・演習

自己課題

異なった視点や経験をもったメンバー
と協働で、一つのテーマについて研
究を進め、数十ページ程の論文にまと
め、コースの最後に発表を行います。

グループ
研究

▪減損損失に与える要因の研究
～企業行動との関係性～

日本企業は適切な投資判断を行うこと
ができているのか。投資失敗を表す指
標の一つである減損損失の発生と様々
な企業行動の関係性を調査することで、
投資の失敗の可能性を少しでも減らす
方策を見出すことを試みた。

▪独立社外取締役は企業価値・
　企業業績に影響を与えるか

2015年に策定されたコーポレートガ
バナンス・コードに、独立社外取締役
は2名以上を選任すべきと明記された
ことで、独立社外取締役の数が劇的に
増加したが、この増加が企業価値や企
業業績にどのような影響を与えるのか
について実証研究を行った。

1つのグループに
1人、担当の指導
講師がつき、専任
でグループ研究を
サポートします。

テーマ設定から仮説構築、検証、理論
構築に至るまで、企業文化の異なる
メンバーで徹底した議論を重ねる過程
で、本質を見極め、新しいコンセプト
を創造していく力が養われます。

多様な意見を一つの方向に
統合していくリーダーシップ、
協力しながら期日までに成果
をまとめるチームワークなど
を磨くことができます。

Point 01 Point 02 Point 03

・適宜オンラインを活用し、参加者の利便性を向上させています。



Features本コースの特長

02 
実際に手を動かし、実感を持って
理論を体得する学習方法

学習においては、座学によるインプットのみならず、実際に手を動かしてみて、実
感を持って理論を体得する方法を採用しています。具体的には、ポートフォリオ
理論の学習における「投資運用シミュレーションゲーム」や確率・統計の学習に
おける「表計算ソフトや統計解析言語のワーク」、中期経営計画の作成における

「財務モデリング演習」やM&Aの学習における「ケーススタディ」が該当します。

01 経理、財務、IRを横断するために
必要な知識の学習

約半年間のコースの中で非常に広範な知識を学習することができます。
満遍なく基礎から学習するため、未経験の分野でも安心して参加いただけます。

04 
「グループ研究」による他流試合、
仮説構築と検証力の向上

日常業務から離れ、普段疑問に感じていることや関心をもっているトピックにつ
いて、グループでテーマを設定し、腰を据えて学習することができます。メンバー
と対話しながら自発的な問いを立て、チームワークを発揮する営みは、多様な視
点や価値観に触れ、視野を広げる絶好の機会になります。

03 
社会人指導の経験豊富な各分野で
一流の講師陣

大学院教員を中心に、目的志向の強い多忙な社会人へ要点を簡潔に指導するこ
とに長けた講師陣が指導します。教科書の内容について順を追って説明するよう
な指導ではなく、要点を伝え、それについてクラス全体で意見交換する双方向で
活発な講義が行われます。

05 
本音を語れる貴重な
社外ネットワークの獲得

経営アカデミーには各社で選抜された次代を担う人材が集います。そのような
人材との利害関係のない率直な意見交換や苦楽を共にした共通体験が、強固な
信頼関係を形成し、貴重な社外ネットワークを構築します。コース修了後も、気の
置けない相談相手として連絡を取り合っている方々が多数いらっしゃいます。



Voice参加者の声

Outlineお申込み要領

最近の参加企業

ＩＨＩ物流産業システム、穴吹興産、ＡＮＡホールディングス、エーザイ、エムケー精
工、カンダホールディングス、キヤノン電子、キョーリン製薬ホールディングス、 共
和電業、ケンコーマヨネーズ、コスモエネルギーホールディングス、サニーヘルス、
ジーエルサイエンス、ＪＸＴＧエネルギー、ＪＸＴＧホールディングス、シンクラン、

第一フロンティア生命保険、東京産業、東京地下鉄、日清オイリオグループ、日本
工営、日本水産、日本ユニシス、農林中央金庫、藤倉化成、富士ソフト、フロンティア、
三井金属鉱業、三井物産、三菱地所、三菱ＵＦＪ銀行、明治、明治電機工業、雪印メ
グミルク、ライオン、理研ビタミン　　　　  （50音順、企業名は参加当時のものも含む）
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参加者データ(過去3年平均)　　 平均年齢 37.0歳

投資・戦略
3%

35%

31%

31%

企画・管理

財務

所属
部門

40%

40%

10%

10
%

8
%

年齢
構成

35～39歳経理

40～
44歳

45歳以上 34歳
以下

01 以下お申込みご案内WEBページより、お申
込みください。

https://www.k-academy.jp/application/

02 申込書受領後、確認のお電話を差し上げ
ます。

賛助会員　98万円 (10%税込 107.8万円)
一　　般　108万円 (10%税込 118.8万円)

参加費に含まれないもの
国内合宿費(1回あたり5〜8万円程度)、通学・合宿等
の交通費他個別に発生する費用

お申込み手順 参加費 (2022年度予定金額)



経営アカデミー コース一覧

経営アカデミーとは、1965年に産業界の発意と学界の協力により創設された我が国で最初の本格的な
経営大学院です。当アカデミーを修了された方々は15,000名を超え、産業界のリーダーとして活躍しています。

〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-6-2 新丸の内センタービル6階
Mail：academy_info@jpc-net.jp 　Web：https://www.k-academy.jp/
T e l：03-5221-8455 　　　　　  Fa x：03-5221-8479 

※参加費に含まれないもの
国内合宿費 / 1回当たり5〜8万円程度 (経営財務コースは合宿費のほかにビジネスゲーム使用料1万円程度)
海外調査費 / トップマネジメント・コース…40万円程度、人事革新コース、生産革新マネジメントコース…30〜35万円程度
丸の内教室通学・合宿・企業見学・インタビュー等の交通費、グループ研究の図書・資料代、その他、個別的・追加的に発生する費用

※参加費、その他費用は2022年度の予定金額

賛助会員制度につきましては、下記までお気軽にお問い合わせください。
会員サービスセンター：03-3511-4026

マネジメント・リーダー養成

コース名 実施期間 主な対象者 コースの目的
参加費(  )内10%税込
賛助会員 一般

トップマネジメント・
コース 2022年7月〜12月 取締役、執行役員、

事業部長、部長
戦略思考に基づいたビジョンを語り、先頭に
立って実践できるトップリーダーの養成

120万円 
(132万円)

130万円 
(143万円)

合宿費、海外調査費別

経営戦略コース 2022年6月〜
　　　　　2023年3月 部長、課長(全職種) 自社ビジネスのあり方を見直し、次の戦略を

深く多面的に考えるリーダーの養成

111万円 
(122.1万円)

121万円 
(133.1万円)

合宿費別

技術経営コース 2022年6月〜
　　　　　2023年2月

技術部門、研究・開発部門の
部長・課長・リーダー

CTO目線で技術を価値化するリーダーの
養成

111万円 
(122.1万円)

121万円 
(133.1万円)

合宿費別

組織変革と
リーダーシップコース

2022年6月〜
　　　　　2023年2月

部・課・プロジェクトチーム等の
組織運営を行うリーダー

人・組織・戦略の視点で組織変革を推進
できる次世代リーダーの養成

98万円 
(107.8万円)

108万円 
(118.8万円)

合宿費別

プロフェッショナル・リーダー養成

コース名 実施期間 主な対象者 コースの目的
参加費(  )内10%税込
賛助会員 一般

マーケティング戦略 
コース

2022年6月〜
　　　　　2023年2月

マーケティング、営業部門の部長、 課
長、リーダー、戦略スタッフ

先見性・革新性・戦略性で成熟市場を
打ち破るマーケターの養成

98万円 
(107.8 万円)

108万円 
(118.8万円)

合宿費別

生産革新
マネジメントコース

2022年6月〜
　　　　　2023年2月

生産関連部門(製造、生産管理、 品
質、調達等)のマネジャー、リーダー

経営と現場の視点で、ありたい姿を描き
「強い工場」をつくる人材の養成

98万円 
(107.8万円)

108万円 
(118.8万円)

合宿費、海外調査費別

人事革新コース 2022年6月〜
　　　　　2023年2月

人事部・人材開発部門のマネジャー、
リーダー、戦略スタッフ

人材マネジメントに革新を起こし、世界で
競争力のある強い組織創りをリードする
戦略的人事リーダーの養成

98万円 
(107.8万円)

108万円 
(118.8万円)

合宿費、海外調査費別

経営財務コース 2022年6月〜12月 経理や財務、経営管理等の業務経験
が5年以上の方

経理・財務・IRを横断できるコーポレート
リーダーの養成

98万円 
(107.8万円)

108万円 
(118.8万円)

合宿費別

イノベーション・リーダー養成

コース名 実施期間 主な対象者 コースの目的
参加費(  )内10%税込
賛助会員 一般

事業変革
イノベーションコース 2022年6月〜12月 事業責任者、企画・グループ管理・ 

監査部門等の責任者、戦略スタッフ
トップや現場を巻き込みながら変革に邁進
する中核リーダーの養成

125万円 
(137.5万円)

135万円 
(148.5万円)

合宿費別

イノベーション・ 
デザインコース 2022年5月〜7月 中堅・若手リーダー 企業の力で未来を変革するイノベーション・

デザインリーダーの養成

67万円 
(73.7万円)

77万円 
(84.7万円)

合宿費含む

お問い合わせ先

公益財団法人日本生産性本部 経営アカデミー

お問い合わせフォームはこちら https://www.k-academy.jp/inquiry/
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